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上記本を発売しています。

書店や発行の南風舎そしてアマゾンで発売しています。

置いてないお店があると思いますので、その書店に注文をお願いします。

よろしくお願いいたします。

本の紹介

はじめに

長屋門とはどんな建物なのか。

もともとは、武士の屋敷を守るた

めに敷地の周辺に塀を回し、その

塀とともに屋敷を守るための下級

武士などの住まいが長屋の形式で

造られた。

その長屋の一部または隙間を通過

できるように独立タイプの薬医門などを入れ込み、

連続した形式としたのが、後にこの形式の長屋門と

して成立してきたと思われる。・・・・

私がこの数年かけ、さい

たま市に点在する長屋門

の調査実測をしたデータ

やその分析の結果などを

まとめた本です。
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２長屋門の形式の見方について

➀ 立ち隠れ（ニッチ状）があるか。

② 格式のある門構えか

③ 扉が両開きか引き分けか。

④ 門の両脇空間が閉鎖的か否か。
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上記目次はこの後に6、7章があり、最後にあとがき、となっています。


